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次回展示 土岐市の文化財展「祭りと信仰」土岐市美濃陶磁歴史館
開館時間：午前 10 時～午後 4時 30 分（入館は午後 4時まで）
休館日：月曜日、祝日の翌日
入館料：一般 200 円（150 円）、大学生 100（70 円）、高校生以下無料　
　　　　※（　）内は 20 名以上の団体料金
　　　　障がい者手帳をお持ちの方と介助者 1名　一般 100 円、大学生 50 円

土岐市泉町久尻 1263　TEL.0572-55-1245

編集：（公財）土岐市文化振興事業団　鍋内愛美

【会　期】2020 年 12 月 4日（金）～ 2021 年 2月 23 日（火）
【会　場】土岐市美濃陶磁歴史館　第 1展示室
※同時開催「美濃焼 1300 年－美濃桃山陶を中心としてー」

　（第 2展示室）

会期 ： 2　0　2　0　年　9　月　1　8　日 （金）　～　1　1　月　2　9　日 （日）土岐市美濃陶磁歴史館 企画展 「二宮コレクション 初代土岐市長 二宮安徳が描いた夢」

左から小山冨士夫、 濱田庄司、 二宮安徳　
昭和 42 （1967） 年出光美術館にて

土岐市陶磁器試験場 （「知山抄」 1978 より転載）《赤楽茶碗》 日根野作三

《花器》 安藤知山

土岐市記念館開館　昭和 48（1973）年　テープカッ
ト中央が二宮安徳　標札は海音寺潮五郎が揮毫

文化不毛の地であってはならない
文化芸術に親しむ心の醸成を願って

　
昭
和
48

（
1
9
7
3
）
年
、
市
長
退
任
を

2
年
後
に
控
え
た
二
宮
は
、
土
岐
市
へ
の
恩

返
し
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
蒐
集
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
切
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
同

年
、
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
た

め
の
土
岐
市
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン
し
市
民
に
開

放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
二
宮
は
「
私
の

真
の
念
願
は
将
来
県
下
に
誇
る
博
物
館
の
建

設
で
あ
る―

―

文
化
不
毛
の
地
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
話
し
、
二
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
当

地
の
歴
史
を
物
語
る
窯
跡
の
出
土
品
な
ど
市

《白瓷水鳥文皿》

《無一物》

《
種
子
島
茶
碗
》

《
向
付
》

の
財
産
を
広
く
公

開
し
、
文
化
芸
術

に
親
し
む
心
を
醸

成
し
継
承
し
て
い

く
こ
と
へ
の
願
い

を
未
来
に
託
し
ま

し
た
。

　
昭
和
28

（
1
9
5
3
）
年
、
町
村
合
併

促
進
法
の
施
行
を
目
前
に
、
東
濃
地
域
で

も
町
村
合
併
の
話
が
本
格
的
に
動
き
出
し

ま
し
た
。
各
町
村
の
財
政
状
況
や
地
域
住

民
か
ら
あ
が
る
懸
念
、
要
望
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
る
中
、
連
日
連
夜
に
わ
た
る

議
論
の
末
、
昭
和
30
年
に

8
町
村
が
合
併
し
土
岐
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
地
域
住
民
と
根
気
強

く
対
話
を
重
ね
話
し
合
い

を
ま
と
め
た
の
が
、
当
時
、

土
岐
地
方
事
務
所
の
所
長

を
務
め
て
い
た
二
宮
安
徳
で
す
。
二
宮
は

2
年
に
及
ぶ
議
論
を
通
し
て
地
域
住
民
と

の
信
頼
関
係
を
築
き
、
周
囲
に
強
く
推
さ

れ
て
市
長
選
に
出
馬
、
初
代
土
岐
市
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
5
期
、
20
年

も
の
あ
い
だ
二
宮
は
市
長
と
し
て
走
り
続

け
る
事
に
な
り
ま
す
。

400
点
を
超
え
る
「
二

宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
こ
の
20
年
間
の
様
々

な
人
と
の
交
流
か
ら
成
る
も
の
で
す
。

は 

な 

の 

き

前
向
き
の
姿
勢
で

夢
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

土
岐
市
陶
磁
器
試
験
場
の
設
立

　
市
長
就
任
か

ら
間
も
な
く
、

二
宮
は
市
が

誇
る
陶
磁
器

産
業
の
行
く

末
を
見
据
え

て
「
試
験
機

関
を
も
な
い
よ

う
で
は
産
業
は

伸
び
な
い
」
と

し
、
市
独
自

多
く
の
課
題
を
乗
り
越

え
土
岐
市
誕
生

土
岐
川
の
水
を
愛
せ
よ

　
初
代
土
岐
市
長
に
就
任
し
た
二
宮
の
も

と
に
は
何
千
通
も
の
祝
電
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
中
で
も
二
宮
の
心
を
捉
え
た
の
が
、

尊
敬
す
る
師
で
あ
る
藤
村
耕
一
か
ら
贈
ら

れ
た
こ
の
言
葉
で
す
。
清
冽
な
長
良
川
に

育
っ
た
二
宮
に
、
白
濁
し
た
土
岐
川
を
も

愛
す
る
心
を
持
つ
よ
う
諭
し
た
こ
の
言
葉

を
胸
に
二
宮
は
市
政
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

一
回
り
の
年
齢
差
が
あ
っ
た
二
人
で
す
が
、

互
い
を
尊
び
生
涯
を
通
じ
た
交
友
を
持
ち

ま
し
た
。
藤
村
の
広
い
交
友
関
係
は
二
宮

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
も
そ
の
片
鱗
が
垣
間
見
え
ま
す
。

1904（M37） 岐阜県郡上郡八幡町(現郡上市)に生まれる

1924（T13） 岐阜市立岐阜商業学校卒業

1926（T15） 岐阜県郡上郡相生尋常高等小学校奉職

1939（S14） 岐阜市立岐阜商業学校教諭

1944（S19） 岐阜県武儀郡美濃町青年学校長

1946（S21） 岐阜県視学

1947（S22） 岐阜県武儀地方事務所長

1951（S26） 岐阜県衛生部医務課長、岐阜県立大学医学部事務局長

1953（S28） 岐阜県土岐地方事務所長として瑞浪市、土岐市誕生に貢献

1955（S30） 土岐市制始まる、市長就任

1973（S48） 二宮コレクションを市に寄贈

1975（S50） ５期務めた市長を退任

  勲三等瑞宝章受章、岐阜県土岐市名誉市民

1986（S61） 逝去（享年81）

二宮安徳　略歴
にのみや　　やすのり

○
藤
村
耕
一
（
ふ
じ
む
ら 

こ
う
い
ち
）
（
1
8
9
2

-

1
9
7
6
）

岐
阜
県
武
儀
郡
出
身
。
教
職
を
務
め
た
後
、
上
京
し
宝
文
館

に
入
社
。
編
集
者
と
し
て
「
令
女
界
」
「
若
草
」
な
ど
に
携
わ
る
。

自
ら
出
版
社
を
立
ち
上
げ
る
も
空
襲
で
焼
失
。
戦
後
は
自
宅

を
岐
阜
県
に
縁
を
持
つ
者
の
寄
合
場
と
し
多
く
の
人
が
集
っ
た
。

《
土
岐
川
の
水
を
愛
せ
よ
》

藤
村
耕
一

（
筆
：
大
木
惇
夫
）

本
作
は
詩
壇
の
大
家
で
あ
る
大
木
惇
夫
の
筆
に
よ
り
藤
村
の
言

葉
が
色
紙
に
書
か
れ
た
も
の
。
大
木
惇
夫
と
交
友
の
あ
っ
た
藤

村
が
こ
れ
を
用
意
し
二
宮
に
贈
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
陶
磁
器
試
験
場
の
設
立
に
着
手
、
昭

和 

33

（
1
9
5
8
）
年
に
完
成
し
ま
し

た
。
初
代
場
長
に
は
、
先
ん
じ
て
下
石
で

私
設
の
陶
磁
器
研
究
所
を
設
立
し
市
試

験
場
の
準
備
委
員
を
務
め
た
安
藤
知
山

が
着
任
。
顧
問
に
は
東
京
藝
術
大
学
教

授
の
加
藤
土
師
萌
、
陶
磁
器
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
日
根
野
作
三
ら
が
名
を
連
ね
ま
し
た
。

試
験
場
の
在
り
方
に
つ
い
て
二
宮
は
「
始

終
、
前
向
き
の
姿
勢
で
夢
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
し
、
革
新
的
な
技
術
や
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
積
極
的
に
開
発
し
、
近
代
生

活
に
マ
ッ
チ
す
る
も
の
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。

　
産
業
、
歴
史
、
文
化
、
様
々
な
視
点
か
ら

当
地
の
や
き
も
の
に
思
い
を
馳
せ
て
き
た
二

宮
は
、　
陶
芸
家
た
ち
が
住
ま
い
制
作
活
動
を

行
う
拠
点

「
美
濃
陶
芸
村
」
構
想
の
実
現

に
向
け
、
昭
和
46

（
1
9
7
1
）
年
に
入

村
者
を
募
集
し
ま
し
た
。
翌
年
、
二
宮
の

要
請
に
応
え
て
古
陶
磁
研
究
家
で
陶
芸
家
の

小
山
冨
士
夫
が
陶
芸
村
に
花
ノ
木
窯
を
築

窯
、
さ
ら
に
翌
年
、
鎌
倉
か
ら
居
を
移
し
晩

年
を
過
ご
し
ま
し
た
。
小
山
と
二
宮
の
出
会

い
は
二
宮
の
市
長
就
任
以
降
と
み
ら
れ
ま
す

が
、
小
山
自
身
は
早
く
か
ら
美
濃
に
関
心
を

示
し
、
昭
和
初
期
に
は
古
窯
調
査
で
美
濃

を
訪
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
42
年
に
国
史
跡
と

な
っ
た
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
の
出
土
品
に
つ
い

て
も
そ
の
史
料
的
価
値
を
説
き
、
分
散
さ

せ
ぬ
よ
う
訴
え
ま
し
た
。
全
国
、
世
界
各
地

の
窯
場
を
踏
査
し
た
小
山
が
生
活
と
制
作
の

拠
点
と
し
て
最
後
に
美
濃
の
地
を
選
ん
だ
背

景
に
は
、
窯
業
地
と
し
て
の
歴
史
的
魅
力
と
、

そ
れ
ら
の
価
値
を
理
解
し
未
来
へ
つ
な
げ
よ

う
と
し
た
二
宮
の
思
想
へ
の
共
鳴
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
雪
月
花
》

加
藤
土
師
萌
、
加
藤
栄
三
、

加
藤
東
一

○
小
山
と
土
岐
市
を
密
接
に
結
び
つ
け
た
一
因
に
、
駄
知
町
で

製
陶
業
を
営
ん
で
い
た
塚
本
快
示
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
小

山
の
著
書
に
感
銘
を
受
け
た
快
示
が
鎌
倉
の
小
山
の
も
と
を
訪

れ
た
の
は
戦
後
間
も
な
く
の
こ
と
だ
っ
た
。

『市長の手帖』 より抜粋

私の真の念願は将来県下に誇る博物館の建設である　　文化不毛の地であってはならない
私の貧しい一灯がせめてもこの機運を醸すきっかけとなったらと念じている




	二宮ｺﾚｸｼｮﾝ_リーフレット外（HP用）.pdf
	二宮ｺﾚｸｼｮﾝ_リーフレット見開き（HP用）.pdf

